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2001年6月29日、アメリカとカナダの13都市に
700名以上のドクターとスタッフが集まり、Dr.
Dwight Damonの名前を有名にしたローフォース、
ローフリクション・システムについてオームコが
開催する始めてのビデオ会議が行われました。こ
のたび参加できなかった方やもう一度重要な部分
を再確認したい方のために、このビデオ会議から
アーチワイヤーについて詳しく論じている部分を
ピックアップしてみました。デーモン・システム
におけるアーチワイヤーの使用法について再確認
してみましょう。

CI: 何何故故.014よよりり大大ききいいササイイズズののNi-Tiワワイイヤヤーーでで
治治療療をを始始めめなないいののでですすかか？？
Dr. Damon: 最初に
私たちのほとんどが
認識していることに
ついてお話しましょ
う。私たちはこれま
で何が入るか、つま
りどこまでの力を患
者が耐えられるかと
いうことでワイヤーの選択をしてきました。デー
モン・システムにおける考え方には3つあります。
1つ目は、治療期間中にわたって軟組織への酸素の
供給を遮断しない、できるだけ弱い力を維持する
フリクションのないものを利用すること。私が呼
ぶところの｢最適な力の領域｣にとどまり、より良
い歯牙移動および骨と軟組織の健康を支援するよ
うに、歯牙や歯周組織への酸素の供給を維持する
ことです。2つ目は、下顎前歯部のトルクをコント
ロールしリップ・バンパーのように機能する顔面
の筋の力を超えない程度の弱い力（ .012もしく
は.014のNi-TiアラインSE）で治療を始めることが
重要だということです。3つ目は、非常に弱い力の
ワイヤーを使用することで歯牙は抵抗の少ない方
向に向かい、後方拡大を促進するということです。
これらの理由に患者の快適性が加わるので、弱い力
で治療を始めることが良い治療をもたらすのです。

CI: 最最初初ののワワイイヤヤーー、、.014ののNi-TiアアラライインンSEでで何何
をを達達成成すするるののでですすかか？？
Dr. Damon: 最初のワイヤーの目的は、2番目のワ
イヤーを入れるための準
備です。2番目のワイヤ
ー、.016ｘ.025Ni-Tiアラ
インSEが入るように歯
牙 を 並 べ た い の で
す。.014でレベリングと
アライニングを始めま
す。ローテーションの治
療も始めます。さらにアーチフォームの形成も始め
ます。ここでのキーワードは始めるということです。

CI: ここののよよううにに大大ききななススロロッットト
にに小小ささいい径径ののワワイイヤヤーーをを使使用用すす
るるここととがが、、何何故故そそれれほほどど重重要要なな
ののでですすかか？？
Dr. Damon: 図で説明してみましょう。1959年式の
キャデラックでモンテカルロの曲がりくねった道を
片側の車線に沿って走ると思ってください。道に沿
わせるため、常に路肩に注意しながらそれぞれのカ
ーブを曲がらなければな
らないことがわかると思
います。今度は軽快な
BMWで同じ道を両方の
車線を使って走ることを
考えてください。可能な
範囲で中央を、路肩に寄
ることが少ないように
し、できるだけ最短距離を走ることができます。大
きなスロットに小さい径のワイヤーを使用すること
は、BMWで曲がりくねったハイウェーの中央を走る
ようなものです。このようにすることが曲がりを減
らし、矯正歯科においてはフリクションとバインデ
ィングを減少させ、より快適で効率的な歯牙移動を
もたらすのです。

推推奨奨すするるアアーーチチワワイイヤヤーー・・
シシーーククエエンンスス

・.014（.012）Ni-TiアラインSE
・.016ｘ.025（.014ｘ.025）Ni-Tiアラ
インSE

・歯根の位置を評価するためにパノラ
マX線写真を撮る

・.019ｘ.025プリポステットSS

・レベリング
・アライニング
・ローテーション・コントロールの開始
・アーチフォームの形成
・つぎのアーチワイヤーを入れる準備の
開始。

最最初初ののワワイイヤヤーー
.014（（.012））Ni-TiアアラライインンSE

長長くく曲曲ががりりくくねねっったた道道
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CI: 次次ののワワイイヤヤーーにに移移るる基基準準、、特特にに.014かからら.016
ｘｘ.025ののNi-TiアアラライインンSEにに変変ええるる場場合合ににつついいてて説説
明明ししててくくだだささいい。。
Dr. Damon: 基本的にデーモン・システムは3本の
ワイヤーで治療します。子供の場合は次回のアポイ
ントメント（10週間後）で.014から.016ｘ.025のNi-
TiアラインSEに変えることが多いです。しかしなが
ら多くの成人症例では.014から.016ｘ.025のNi-Tiア
ラインSEへの変更が早すぎると最適な力の領域を
外れてしまう危険があります。.014のNi-Tiが本来の
仕事をすれば、レベリングとアライニングを行い、
ローテーションを解消し、アーチフォームが形成さ
れます。

いつ次のワイヤーに変えるかについては常に判断
を要しますが、デーモン・システム自体がその判断
を助けてくれます。次のサイズのワイヤーを入れる
のが困難であれば、それはそのワイヤーを入れるの
が早すぎるということです。このような場合は、そ
のワイヤーからどれほどの力が得られるかを評価
し、最適な力の領域を維持しつつ治療を進められる
ワイヤーを選択します。ワイヤーを入れたら、あと
はそれが働くのを待ちます。次のNi-Tiワイヤーが装
着できなければ、前のワイヤーの仕事を判断する時
間が必要です。成人患者によっては、それでアポイ
ントメントが1回増えてしまうことになります。

CI: .016ｘｘ.025ののNi-Tiでではは
何何をを達達成成ささせせるるののでですすかか？？
Dr. Damon: これが
本システムの中心と
なるワイヤーです。
このワイヤーでロー
テーションをほぼ完
全に治療します。レ
ベリングとアーチフ
ォームの形成を継続
し、トルク・コントロールを開始します。 .016
ｘ.025 Ni-TiアラインSEの目的は、.019ｘ.025ステ

最初のアーチワイヤーは.014Ni-TiアラインSEを装着した。

8ヶ月と3週間後。最適な力の領域にとどめるために、4回目のアポイントメントで.016
ｘ.025Ni-TiアラインSEに換えた。

6ヶ月と1週間後。最初のアーチワイヤーを装着したまま3回目のアポイントメントで通
常.016ｘ.025Ni-TiアラインSEに換える準備ができる。この症例の場合、3回目のアポイン
トメントで、.014から次のワイヤーに換えることはできなかった。最適な力の領域にとど
めるために、この症例では.014ｘ.025Ni-TiアラインSEに換えた。

2本本目目ののワワイイヤヤーー
.016ｘｘ.025 Ni-TiアアラライインンSE

・ ローテーション
・ レベリング
・ アーチの形成
以上の継続。
・ トルク・コントロールの開始

アーチワイヤーの使用法



ンレス・スティール・フィニッシング・ワイヤーがほ
とんど受動的に入るように歯牙を整列させることにあ
ります。

.016ｘ.025 Ni-Tiを装着した次のアポイントメント
（私の場合10週間後）では歯根の位置を確認するために
パノラマX線写真を撮ってください。ブラケットを外し
て付けなおすことを恐れてはいけません。.019ｘ.025ス
テンレス・スティール・ワイヤーが入るように歯牙を
適切に並べるためのこのステップが重要で、これで次
に進むことができます。デーモン・システムは真のス
トレートワイヤー・アプライアンスであることを忘れ
ないでください。ブラケットの位置が違っていれば歯
は並びません。.019ｘ.025ステンレス・スティール・ワ
イヤーが入らなければ、.018ｘ.025ステンレス・スティ
ールにサイズを落としてください。ワイヤーを力ずく
で入れようとしてはいけません。最適な力の領域にと
どめなければいけません。

CI: ロローーフフリリククシショョンン・・シシスステテムムににおおいいててロローーテテーーシシ
ョョンンははどどののよよううににししてて治治すすののかかをを教教ええててくくだだささいい。。
Dr. Damon: フリクションフ
リーに近いシステムでは、ア
ーチワイヤーをスロットの奥
に密着させてローテーション
を治すことはしません。パッシブ・セルフライゲーシ
ョンにおいて、ローテーション・コントロールは3つの
ことに影響されます。それは（1）ブラケット・スロッ
トの深さ、（2）ブラケットの有効幅、（3）アーチワイ
ヤー断面の水平寸法、です。.016ｘ.025 Ni-Tiワイヤー
の.025という寸法が.027のスロットに.002の遊びで入り
ます。これがローテーションを治すのに必要なコント
ロールをもたらします。

CI: .019ｘｘ.025スステテンンレレスス・・スステティィーールル・・アアーーチチワワイイ
ヤヤーーをを使使うう目目的的はは何何でですすかか？？
Dr. Damon: .019ｘ.025
ステンレス・スティー
ル・アーチワイヤーは主
なメカニクスとフィニッ
シングに用います。トル
ク・コントロールを完了
させ、アーチを形成し、
レベリングします。

CI: 犬犬歯歯フフッッククのの代代わわりりにに、、ポポスステテッッドド・・スステテンンレレ
スス・・スステティィーールル・・アアーーチチワワイイヤヤーーをを使使用用すするるののはは何何故故
でですすかか？？
Dr. Damon: このシステムでは下顎第1小臼歯意外にフ
ックは使用しません。ポステッド・アーチワイヤーを
使用する目的には2つあります。装置を清潔にして軟組
織をできるだけ健康な状態にすること、そしてエラス
ティックの力を歯列全体に伝えることです。Ⅱ級エラ
スティックを掛ける場合、特に上顎にはステンレス・
スティール・アーチワイヤーを使用することが非常に
重要です。このシステムからフリクションとバインデ
ィングが無くなると、フックに掛かったⅡ級エラステ
ィックの力は非常に早く上顎前歯に伝わることがわか
っています。ポスト付きのステンレス・スティール・
アーチワイヤーを使用することにより、1本の歯牙でな
く歯列全体に力を掛けることができるのです。

CI: フフリリククシショョンンフフリリーーののシシスステテムムででははワワイイヤヤーーがが横横
ににずずれれててししままうう傾傾向向ががあありりまますす。。ククリリンンパパブブルル・・スストト
ッッププははどどここにに付付けけてていいまますすかか？？
Dr. Damon: 私たちはいつも最もブラケットの間が狭
いところにストップを付けています。通常は第1小臼歯
と第2小臼歯の間で、片側のみに付けています。

以上のように、デーモン・システムによる治療を成
功させるためには、アーチワイヤーの順序と次のアー
チワイヤーに換える時期が重要です。このシステムに
関する情報はホームページDamonSystem.comでもご覧
いただけます。また、ビデオ会議のすべてを収録した
DVD（商品番号701-0259）も発売されています。3本本目目ののワワイイヤヤーー

ププリリポポスステテッッドド.019ｘｘ.025
主主ななメメカカニニククススとと

フフィィニニッッシシンンググ・・ワワイイヤヤーー

・トルクの確立、アーチの形成と
レベリング

・ 垂直方向のコントロール
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